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研究要旨 皮膚筋性動脈に壊死性血管炎をきたす疾患には、結節性多発動脈炎（PAN）と皮膚動脈炎

（CA）がある。従来、皮膚生検組織所見のみから両者を鑑別することは困難であるとされてきた。

本研究では、人工知能（AI）が両者を鑑別できるか検討し、鑑別できる場合には、AIが画像のどこに

着目したかを知ることを目的とした。臨床的に診断が確定しているCAの生検画像 93枚、PANの生

検画像 19枚を用いた。このうち、CAの画像 85枚と PANの画像 17枚を正解としてAIに学習させ、

学習に用いたものとは別のCAまたは PANの画像を鑑別させた。また、同じテスト画像を経験年数の

異なる 15名の病理医が診断した。学習済みAIを用いてGrad-CAM解析を行った。テスト画像に対す

るAIの正解率は 83.5%であった。同じ画像に対する病理医の正診率は、経験年数に応じて上昇したも

のの、AIには及ばなかった。Grad-CAM解析では、罹患血管そのものよりも、罹患血管周囲の脂肪組

織がヒートマップ表示された。CAと PANを鑑別するために、罹患血管そのものよりも、罹患血管周

囲の脂肪組織が鑑別根拠になる可能性が示唆された。上記病理医 15名のうち、11名がGrad-CAM解

析の結果を参照した後、新たなテスト画像を用いて PANとCAの鑑別を試みたところ、Grad-CAM解

析の結果を参照する前よりも後の方が、正診率が有意に高かった。 
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A. 研究目的 

皮膚筋性動脈に壊死性血管炎をきたす疾患に

は、結節性多発動脈炎（PAN）と皮膚動脈炎

（CA）がある。従来、皮膚生検組織所見のみか

ら両者を鑑別することは困難であるとされてき

た。本研究では、人工知能（AI）が両者を鑑別で

きるか検討し、鑑別できる場合には、AIが画像の

どこに着目したかを知ることを目的とした。 

 

B. 研究方法 

臨床的に診断が確定しているCAの生検画像 93

枚、PANの生検画像 19枚を用いた。このうち、

CAの画像 85枚と PANの画像 17枚を正解（トレ

ーニング画像）としてAIに学習させ、学習に用

いたものとは別のCAまたは PANの画像（テスト

画像）を鑑別させた。また、同じテスト画像を経

験年数の異なる 15名の病理医が診断した。ま

た、上記病理医 15名のうち、11名がGrad-CAM

解析の結果を参照した後、新たなテスト画像を用

いて PANとCAの鑑別を試みた。 

 

(倫理面への配慮) 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する

倫理指針に則って実施した。 

 

C. 研究結果 

トレーニング画像に対するAIの正解率は

99.2%、テスト画像に対する正解率は 83.5%であっ

た（図 1）。同じテスト画像に対する病理医の正

診率は、経験年数に応じて上昇したものの、AIに

は及ばなかった（図 2）。Grad-CAM解析では、

罹患血管そのものよりも、罹患血管周囲の脂肪組

織がヒートマップ表示された（図 3）。上記病理

医 15名のうち、11名がGrad-CAM解析の結果を

参照した後、新たなテスト画像を用いて PANと

CAの鑑別を試みたところ、Grad-CAM解析の結果

を参照する前よりも後の方が、正診率が有意に高

かった（図 4）。 

 

 

図 1. AIによる PANとCAの鑑別 

 

 

 
図 2. 病理医による PANとCAの鑑別 

 

 

 
図 3. Grad-CAM解析結果 
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図 4. Grad-CAM解析結果参照後の病理医の正診率

上昇 

 

D. 考察 

CAと PANを鑑別するために、罹患血管そのも

のよりも、罹患血管周囲の脂肪組織が両者の鑑別

根拠になる可能性が示唆された。AIの鑑別手法を

学ぶことにより、病理医の診断精度が向上する余

地があることが実証された。 

 

E. 結論 

 AIは 83.5%の確度で PANとCAの皮膚生検画像

を鑑別した。罹患血管そのものよりも、罹患血管

周囲の脂肪組織が鑑別根拠になる。AIの鑑別手法

を学ぶことにより、病理医の診断精度が向上する

余地がある。 

 

F. 健康危険情報 
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